
全
県
一
学
区
入
試
も
15
年
が
過
ぎ
た
。

導
入
は
２
０
０
６
年
度
入
試
だ
。
そ
れ

以
前
に
学
区
を
設
け
て
き
た
根
拠
は
、

「
行
き
過
ぎ
た
受
験
競
争
や
極
端
な
学

校
間
の
学
力
差
を
緩
和
縮
小
し
、
中
学

校
高
等
学
校
教
育
の
正
常
化
を
図
る
こ

と
、
地
域
に
根
差
し
た
高
校
の
育
成
を

図
る
こ
と
、
遠
距
離
通
学
や
す
れ
違
い

通
学
を
で
き
る
だ
け
解
消
し
、
ゆ
と
り

あ
る
充
実
し
た
高
校
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
」
（
02
年
3
月
県
立
高
校
将

来
構
想
懇
話
会
）
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
根
拠
を
投
げ
捨
て
、
経
済
界
の
構

造
改
革
や
自
由
選
択
・
自
己
責
任
の
流

れ
に
反
応
し
、
今
の
体
制
が
築
か
れ
た
。

全
県
一
学
区
に
よ
る
課
題
は
、
当
初

か
ら
指
摘
し
続
け
て
き
た
。
受
験
者
の

偏
り
（
北
か
ら
南
へ
、
周
辺
地
域
か
ら

琵
琶
湖
線
沿
線
へ
、
特
定
進
学
校
へ
）

と
序
列
化
の
進
行
、
度
を
越
え
た
受
験

競
争
と
不
本
意
入
学
の
増
加
、
特
定
進

学
校
へ
の
集
中
と
県
外
流
出
、
受
験
産

業
の
台
頭
、
・
・
。

3
年
前
に
県
教
委
は
10
年
間
の
検
証

報
告
を
出
し
た
。
「
一
部
に
課
題
も
あ

る
が
、
主
体
的
に
選
択
で
き
、
各
校
が

特
色
を
出
す
こ
と
を
中
高
生
、
保
護
者

と
も
9
割
以
上
が
支
持
し
て
い
て
、
全

県
一
学
区
は
定
着
し
て
い
る
」
と
結
論

づ
け
た
。

だ
が
、
私
た
ち
が
懸
念
し
た
こ
と
は

伸
び
縮
み
し
な
が
ら
深
ま
り
、
「
定
着
」

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
普
通
科
へ

の
出
願
（
一
次
選
抜
）
に
対
し
不
合
格

に
な
る
生
徒
が
毎
年
12
～
15
％
（
近
年

は
15
％
に
近
い
こ
と
が
多
い
）
存
在
し
、

そ
の
ほ
ぼ
7
割
が
大
津
・
草
津
市
内
で

あ
る
。
一
方
、
数
名
単
位
の
生
徒
の
移

動
が
周
辺
地
域
の
適
度
な
競
争
を
空
洞

化
さ
せ
て
い
る
。
県
民
は
常
に
賢
明
な

判
断
が
ベ
ー
ス
に
あ
り
な
が
ら
も
、
大

衆
の
行
動
心
理
と
し
て
惑
わ
さ
れ
、
結

果
責
任
を
無
意
識
に
負
わ
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

特
色
選
抜
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
課

題
が
多
い
。
自
校
の
作
成
問
題
だ
け
で

は
な
い
点
で
、
も
は
や
特
色
と
は
言
え

な
い
実
質
的
な
学
力
試
験
で
あ
り
、
そ

の
倍
率
は
過
去
に
は
6
倍
を
超
え
る
学

校
も
あ
っ
た
（
平
均
3
、
5
倍
前
後
）
。

高
校
現
場
の
膨
大
な
準
備
、
高
校
生
の

授
業
減
、
中
学
校
の
複
雑
な
生
徒
対
応
、

中
学
生
の
勉
強
機
会
喪
失
と
無
用
な
不

合
格
体
験
、
保
護
者
の
不
安
と
良
い
こ

と
が
見
当
た
ら
な
い
。
誰
に
と
っ
て
も

良
い
こ
と
が
な
い
取
り
組
み
を
続
け
る

こ
と
の
不
合
理
さ
に
納
得
の
余
地
が
な

い
。昨

年
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
英

語
民
間
試
験
や
国
語
記
述
問
題
導
入
が

頓
挫
し
た
。
萩
生
田
文
科
大
臣
の
軽
率

発
言
を
き
っ
か
け
に
マ
ス
コ
ミ
が
食
い

つ
き
国
民
に
課
題
が
広
が
っ
た
の
だ
。

ま
っ
と
う
な
指
摘
だ
か
ら
当
然
の
成
り

行
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
問
題
と
な
っ

た
都
市
と
地
方
や
経
済
格
差
に
よ
る
機

会
の
不
均
等
、
採
点
の
不
公
正
に
つ
い

て
は
、
当
初
か
ら
現
場
や
関
係
機
関
が

指
摘
し
続
け
て
き
た
問
題
だ
。
理
に
か

な
っ
た
批
判
や
妥
当
な
指
摘
で
あ
っ
て

も
、
現
場
教
職
員
の
声
は
聴
か
な
い
文

科
省
体
質
の
証
明
で
あ
る
。

せ
め
て
特
色
選
抜
は
や
め
る
べ
き
じ
ゃ

な
い
か
。
理
に
か
な
っ
た
批
判
や
妥
当

な
指
摘
で
あ
っ
て
も
聴
か
な
い
こ
と
が

あ
る
と
い
う
事
実
を
県
も
受
け
止
め
る

べ
き
じ
ゃ
な
い
か
。
形
に
こ
だ
わ
り
実

が
伴
わ
な
い
政
策
は
、
無
用
な
労
力
と

生
徒
の
不
安
を
積
む
だ
け
と
な
る
。
時

代
は
紆
余
曲
折
し
な
が
ら
も
進
化
し
て

い
る
。
国
も
県
も
、
市
民
も
生
徒
た
ち

も
、
そ
の
時
代
の
中
で
ら
せ
ん
階
段
を

上
る
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
。
い
ず
れ

の
立
場
に
あ
る
者
も
、
手
前
だ
け
の
利

害
を
乗
り
越
え
、
思
考
停
止
を
打
破
し

て
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
ま
と
も

な
教
育
活
動
を
追
求
し
て
い
き
た
い
も

の
だ
。

（
ふ
く
な
が

ひ
で
あ
き
）
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２
０
１
８
年
か
ら
2
年
間
、
名
古
屋
芸
術

大
学
に
勤
務
し
て
こ
の
3
月
で
終
る
こ
と
に

な
る
。
せ
っ
か
く
週
3
日
も
名
古
屋
に
い
る

の
で
、
尾
張
北
部
地
域
の
丹
羽
郡
、
西
春
日

井
郡
の
寺
子
屋
を
調
べ
た
。
滋
賀
県
の
学
校

史
や
京
阪
神
の
教
育
史
を
30
年
以
上
も
研
究

し
て
き
た
が
、
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
の
村
や

学
校
の
こ
と
は
ま
る
で
知
ら
な
か
っ
た
。

愛
知
に
行
く
前
に
、
『
愛
知
の
寺
子
屋
』

（
風
媒
社
）
と
い
う
1
冊
の
本
に
出
会
っ
た
。

著
者
丹
羽
健
夫
さ
ん
は
尾
張
北
部･

西
部
の

丹
羽
郡
、
海
部
郡
、
中
島
郡
、
葉
栗
郡
の
寺

子
屋
で
は
、
束
脩
（
入
学
料
）･

謝
儀
（
授

業
料
）
の
60
％
以
上
が
金
納
形
態
と
書
い
て

い
た
（
丹
羽
郡
は
76
、
5
％
）
。
師
匠
へ
の

謝
礼
は
米
や
野
菜
の
物
納
と
思
い
込
ん
で
い

た
常
識
が
打
ち
破
ら
れ
た
。
尾
張
北
部
の
農

民
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
に
読
み
・
書

き
・
算
を
習
わ
せ
る
際
、
師
匠
に
金
銭
を
払
っ

て
い
た
。
天
保
期
の
１
８
３
０
年
代
か
ら
安

政
期
の
50
年
代
が
こ
の
地
域
の
寺
子
屋
開
業

の
ピ
ー
ク
だ
が
、
幕
末
期
の
農
民
が
子
ど
も

の
教
育
費
を
金
納
化
で
き
た
の
は
、
ど
う
い

う
社
会
的
条
件
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

尾
張
北
部
の
市
町
村
史
か
ら
近
世
の
村
々

の
よ
う
す
を
調
べ
て
み
た
。
す
る
と
名
古
屋

城
下
へ
の
青
物
市
場
で
有
名
な
枇
杷
島
市
の

周
辺
の
蔬
菜
地
帯
、
一
宮
の
真
清
田
神
社
前

の
三
八
市
で
扱
わ
れ
た
木
綿
物
の
綿
作
地
帯
、

さ
ら
に
木
曽
川
南
岸
の
江
南
か
ら
犬
山
の
桑

畑
で
は
養
蚕
地
帯
と
い
う
、
地
域
的
な
分
業

が
広
汎
に
展
開
し
て
お
り
、
寛
文
年
間
か
ら

一
宮
や
小
牧
の
六
歳
市
だ
け
で
な
く
、
多
数

の
在
郷
町
で
日
市
も
開
市
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
尾
張
北
部
で
は
貨
幣
経
済
が

農
村
へ
深
く
浸
透
し
て
い
て
、
畑
地
で
商
品

作
物
の
生
産
が
広
ま
り
、
私
の
故
郷
の
岩
倉

市
で
は
木
綿
栽
培
が
普
及
し
て
い
た
。
生
ま

れ
た
石
仏
村
の
庄
屋
は
木
綿
商
人
も
兼
ね
て
、

村
で
栽
培
・
収
穫
し
た
木
綿
を
一
宮
の
三
八

市
で
取
引
し
て
証
文
を
残
し
て
い
た
。
農
民

の
手
元
に
も
、
木
綿
栽
培
に
よ
る
貨
幣
が
蓄

積
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
村
の
稲
原
寺

（
と
う
げ
ん
じ
）
と
い
う
寺
子
屋
で
は
、
読
・

書
・
算
の
３
科
を
教
え
て
お
り
、
珠
算
で

「
八
算
（
は
つ
さ
ん
）･
見
一
（
け
ん
い
ち
）

（
割
算
）
・
相
場
割
（
比
例
計
算
）
・
田
地

割
」
も
教
え
て
い
る
。
村
の
も
う
１
つ
の
宮

田
平
右
衛
門
の
寺
子
屋
で
は
、
い
ろ
は
か
ら

始
め
て
「
百
姓
往
来
・
奉
公
人
請
状
・
商
売

往
来
・
田
地
売
買
證
券
」
ま
で
習
字
で
書
か

せ
、
読
書
で
は
四
書
（
し
し
ょ
）
五
経
（
ご

き
ょ
う
）
を
学
ば
せ
て
い
た
。
寺
子
は
謝
儀

を
盆･

正
月･

五
節
句
に
出
し
て
い
る
。

愛
知
県
の
寺
子
屋
は
調
査
が
行
わ
れ
た
の

で
研
究
が
深
め
や
す
い
。
寺
子
屋
の
研
究
は

文
部
省
『
日
本
教
育
史
資
料
』
八
（1892

＝

明
治
25
年
）
を
基
本
に
す
る
。
滋
賀
県
下
の

寺
子
屋
は
こ
れ
以
外
に
依
拠
す
べ
き
も
の
が

な
い
が
、
愛
知
県
教
育
会
が
１
９
３
１
年
に

県
下
の
全
小
学
校
で
寺
子
屋
調
査
し
た
。
１

８
９
２
年
の
９
７
５
校
が
１
９
３
１
年
調
査

で
一
挙
に
１
８
７
０
校
と
な
っ
た
。
『
愛
知

県
教
育
史
』
編
纂
の
１
９
７
３
年
調
査
で
は

４
１
１
１
校
で
明
治
期
の
4
倍
と
判
明
し
た
。

滋
賀
県
は
教
育
史
編
纂
が
未
だ
行
わ
れ
て
い

な
い
の
で
、
残
念
な
こ
と
に
寺
子
屋
研
究
は

深
化
で
き
な
い
。

（
き
ま
た

き
よ
ひ
ろ
）
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《 今月の紙面 》

尾
張
北
部
地
域
の
寺
子
屋
の
研
究

木
全
清
博

理
に
か
な
っ
た
批
判
や
妥
当
な
指
摘

ー
す
る
力
と
聴
く
力
ー

福
永
秀
朗(

甲
西
高
校)

編
集
後
記

◇

今
回
は
中
高
接
続
、
高
大
接
続

全
県
一
学
区
・
特
色
入
試
な
ど
、
教

育
制
度
や
内
容
を
問
う
文
章
が
二
編

あ
り
ま
し
た
。
今
の
学
校
教
育
の
在

り
方
が
お
か
し
い
と
感
じ
て
い
る
人

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、
協
同

学
習
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

真
に
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
の

取
り
組
み
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
何

事
も
す
ぐ
形
骸
化
す
る
傾
向
を
克
服

す
る
の
は
、
取
り
組
み
を
仲
間
と
共

有
す
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
◇

新
型
コ
ロ
ナ
が
怖
い
の
は
、
正
体
が

わ
か
ら
な
い
か
ら
。
い
つ
ま
で
続
く

の
か
は
不
明
で
す
が
、
子
ど
も
の
生

活
や
学
習
に
は
大
き
な
影
響
が
出
て

い
ま
す
。
政
治
の
駆
け
引
き
を
し
て

い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
（
Ｃ
）


